
7月20日。
第107回全国高等学校野球選手権西東京大会4回戦、桜美林高等学校との戦いを最後に、

今まで国立高校野球部を支えてくださった3年生15名が引退されました。

「甲子園」という目標や、「私立の強豪校を倒し、試合を観てくださった方に希望を与える」とい
う願いは叶わず、悔しい結果にはなりましたが、4回裏に主将の逆転打が見られるなど、追ったり追
われたりの熱い展開が繰り広げられる闘いとなりました。大会中には秋や春には見ることのできな
かったホームランなども飛び出し、確実に今までよりも成長している選手の姿が印象的でした。
特に4回戦は日曜日ということもあり、3塁側のスタンドが保護者の方々、吹奏楽部やダンス部をは
じめとした国立高校の生徒の皆さん、卒業生の皆さん、地域の方々などでいっぱいになりました。
応援してくださった皆さん、本当にありがとうございました。
79期がつくりあげるチームでも、先輩方の想いを引き継ぎ「甲子園出場」という結果で皆さんに恩
返しできるよう日々努力していきます。これからもご支援いただければ幸いです。

国立高校野球部の7月（マネージャーより）「甲子園」
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